


子どもたちは、学校でさまざまなことを学んでいます。

国語や算数(数学)などの各教科の時間、学級活動やクラブ活動の時間、遠足(修学旅行)やボランティア活動などの行事、給食や清掃、そして、休み時間

など、あらゆる場面が、子どもたちにとって学びの場となります。

子どもたちが学んで得るのは、知識だけではありません。思いやりのこころやみんなで協力することの大切さ、命がかけがえのないものであることなどを、

体験を通しながら学んでいきます。

各学校では、「道徳の時間」に、子どもたちの道徳性をはぐくむために大切なさまざまな内容を、計画にもとづいて指導しています。

道徳の内容

公正，公平，社会正義

節度，節制 m、川、、友l民信頼
礼儀 • ，，/I"'入 、JL 家族愛，家庭生活の充実

生命の尊さ 自然愛護

相互理解，寛容

「道徳の時間」には、このほかにも、さまざまな内容について学んでいます。

どんな子どもに育ってほしいか、道徳教育推進校の
PTA会長さんにお話をうかがいました。

これからの時代を担う
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道徳教育推進校

今年度の推進校は、次の 7校です。推進校

は、各地区の拠点校となって、授業の研究公

開や先生方の研修会など道徳教育の先進的な

取組を行っています。

(県北地区)二本松市立二本松第二中学校

(県中地区)三春町立岩江中学校

(県南地区)福島県立塙工業高等学校

(会津地区)会津若松市立湊中学校

(南会津地区)南会津町立桧沢小学校

(相双地区)南相馬市立八沢小学校

(し¥わき地区)いわき市立宮小学校

子どもたちへの願い
会津若松市立湊中学校 PTA会長鈴木 健

昨今、殺伐とした二ュ スが多く聞かれます。こんな世

の中だからこそ、これからの時代を担う子どもたちへの願

いは、よリ強く、より大きくなっていきます。

闘彊 ¥些埋I
子どもたちの豊かなこころをはぐくむため

に、各学校では、さまざまな取組をしていま

す。

地域の方をゲストティーチャーとしてお招

きし、先生と一緒に授業をしたり、保護者の

方々が授業に参加し、子どもたちとともに考

えたりすることもあります。0思いやりのある子に(自分の考えをもちつつ、他人の意見も尊重できる子)
O言いわけをしない子に(自分の行いや結果を素直に受け入れ、自分自身を
認めることができる子)

0きまリを守る子に(社会のルールや約束ごとをきちんと守ることができる子)
さらに向上できるように、地域全体で子どもたちをはぐくむ環境づくりに

取り組んでいきたいと考えています。

家庭や地域社会等との連携を図りながら開
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保護者や地域の方々のこ理解とこ協力は、

子どもたちがよリよく成長していく上で、大

きな役割を果たしています。

を推進するために、授業参観等で道徳の授業公開を積極的に実施することを推進しています。



.道徳の時間--己瓦字教材ヵ河
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「道徳の時間」には、さまざまな教材が使われています。文部科学省発行の「私たちの道徳」、福島県

教育委員会発行の「ふくしま道徳教育資料集」、また、教材会社が発行している副読本のほか、名作・

古典・随想や民話などの読み物、映像ソフトや漫画 ・紙芝居などを使うこともあります。市町村で作成

された教材もあり、各学校では、これらを効果的に使って授業を行っています。

「ふくしま道徳教育資料集」は、 諜福島県教育庁義務教育課のホームページでご覧いただけますが、そ

れぞれの地域にある公立図書館でも閲覧できます。「ふくしま道徳教育資料集」に付いているDVDに
は、福島県内各地域の美しい映像もおさめられています。

さて、今回は、各学校で使われているさまざまな教材の中から、「私たちの道徳J(中学校)
ジを紹介します。
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古くかう
世界の歴史を遡ると、 古代ヨーロッパでつくられ、発

展 したローマ法は、近代のヨーロッパの法に大きな影響

を与え、今日のj去の基礎となっている。

我が国の各地にも古 くから伝わる社会規範があ り、

人々に尊重されてきた。
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I~私たちの道徳』
(中学校)Jより

※福島県教育庁義務教育課のホームぺージ
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